
厳選大型_01

明治安田ジャパン・セレクト
（３カ月決算型）
愛称：厳選大型

運用報告書（全体版）
第41期（決算日 2016年 6月24日）

第42期（決算日 2016年 9月26日）

受益者のみなさまへ

平素は「明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算

型）」にご投資いただき、厚くお礼申し上げます。

さて、当ファンドは、第41期から第42期までの決算

を行いましたので、当期間の運用状況につきましてご

報告申し上げます。

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い

申し上げます。

東京都港区虎ノ門三丁目４番７号
http://www.myam.co.jp/

〈運用報告書のお問い合わせ先〉
サポートデスク 0120-565787
（受付時間：営業日の午前9時～午後5時）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間
2006年3月28日から2023年12月25日
までです。

運 用 方 針
信託財産の成長を図ることを目的と
して積極的な運用を行います。

主要運用対象

明 治 安 田
ジ ャ パ ン ・
セ レ ク ト
（３カ月決算型）

日本の株式に投資する明
治安田ジャパン・セレク
ト・マザーファンドを主
要投資対象とします。
なお、日本の株式等に直
接投資する場合がありま
す。

明 治 安 田
ジ ャ パ ン ・
セ レ ク ト ・
マザーファンド

日本の株式の中から厳選
された約25程度の銘柄を
主要投資対象とします。

組 入 制 限

明 治 安 田
ジ ャ パ ン ・
セ レ ク ト
（３カ月決算型）

株式への実質投資割合に
は制限を設けません。
外貨建資産への投資は行
いません。

明 治 安 田
ジ ャ パ ン ・
セ レ ク ト ・
マザーファンド

株式への投資割合には制
限を設けません。
外貨建資産への投資は行
いません。

分 配 方 針

年4回（3月、6月、9月および12月の
各24日。休業日の場合は翌営業日。）
決算を行い、基準価額水準・市況動
向等を勘案して分配します。ただし、
分配対象額が少額の場合は分配を行
わないこともあります。
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厳選大型_02

明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算型）

◎最近５作成期の運用実績

作 成 期 決 算 期
基準価額

（分配落）
税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

東証株価指数（TOPIX）

（参考指数）
期 中
騰 落 率

株 式
組 入
比 率

純 資 産
総 額

円 円 ％ ％ ％ 百万円

第17作成期

第18作成期

第19作成期

第20作成期

第21作成期

（第33期）2014年 6月24日
（第34期）2014年 9月24日
（第35期）2014年12月24日
（第36期）2015年 3月24日
（第37期）2015年 6月24日
（第38期）2015年 9月24日
（第39期）2015年12月24日
（第40期）2016年 3月24日
（第41期）2016年 6月24日
（第42期）2016年 9月26日

8,255
8,578
9,347
10,157
10,249
8,359
8,720
7,290
6,714
7,153

0
0
0

200
800
0
0
0
0
0

8.0
3.9
9.0
10.8
8.8

△18.4
4.3

△16.4
△ 7.9
6.5

1,268.50
1,326.18
1,426.02
1,587.59
1,679.89
1,426.97
1,523.62
1,354.61
1,204.48
1,335.84

9.1
4.5
7.5
11.3
5.8

△15.1
6.8

△11.1
△11.1
10.9

96.6
97.0
97.8
97.3
96.9
95.5
97.2
97.9
96.2
96.7

1,090
1,041
1,047
1,060
993
797
810
668
613
638

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。
（注３）当ファンドは、親投資信託への投資を通じて選び抜いた銘柄約25銘柄での厳選投資に徹し、市場動向に大きく左右されることなく、中長期

での絶対リターンを重視した運用を行います。ファンドに合った適切な指数がないため、ベンチマークは設定しておりません。
（注４）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商品は、㈱東京証券取引所により提供、保証又は販売される
ものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。

◎当作成期中の基準価額と市況等の推移

決算期 年 月 日
基準価額

騰落率
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
（参考指数） 騰落率

株 式 組 入
比 率

第41期

第42期

円 ％ ％ ％
（期首）2016年 3月24日

3月末
4月末
5月末

（期末）2016年 6月24日
（期首）2016年 6月24日

6月末
7月末
8月末

（期末）2016年 9月26日

7,290
7,295
7,376
7,639
6,714
6,714
6,982
7,230
7,135
7,153

－
0.1
1.2
4.8

△7.9
－
4.0
7.7
6.3
6.5

1,354.61
1,347.20
1,340.55
1,379.80
1,204.48
1,204.48
1,245.82
1,322.74
1,329.54
1,335.84

－
△ 0.5
△ 1.0
1.9

△11.1
－
3.4
9.8
10.4
10.9

97.9
97.0
97.3
97.6
96.2
96.2
96.3
97.9
97.6
96.7

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。
（注３）当ファンドは、親投資信託への投資を通じて選び抜いた銘柄約25銘柄での厳選投資に徹し、市場動向に大きく左右されることなく、中長期

での絶対リターンを重視した運用を行います。ファンドに合った適切な指数がないため、ベンチマークは設定しておりません。
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厳選大型_03

明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算型）

◎当作成期中の運用経過と今後の運用方針（2016年3月25日～2016年9月26日）

１ 基準価額と収益分配金
（1）基準価額の推移と主な変動要因

基準価額は作成期首7,290円で始まり作成期末
7,153円で終わりました。騰落率（分配金再投資ベー
ス）は、△1.9％でした。
基準価額の主な変動要因は以下の通りです。

（上昇要因）
・参議院選挙で連立与党が議席を伸ばし、経済対策
の規模や内容に対する期待が広がったこと

・日銀によるＥＴＦ（上場投資信託）購入が支援材
料となったこと

（下落要因）
・追加緩和が期待された4月の日銀金融政策決定会
合で緩和が見送られたこと

・英国のＥＵ（欧州連合）離脱を問う国民投票の結
果を受けて投資家のリスク回避の動きが強まった
こと

・米国の利上げ観測が後退し円高が進んだこと

（2）収益分配金
・収益分配については、分配対象額の水準、基準価
額水準等を勘案した結果、見送りとさせていただ
きました。

・収益分配にあてず信託財産内に留保した利益の運
用については、特に制限を設けず、委託者の判断
に基づき、元本部分と同一の運用を行います。

項　目

当期分配金
　（対基準価額比率）

分配原資の内訳
（単位：円・％、1万口当たり、税引前）

当期の収益
当期の収益以外

翌期繰越分配対象額

第41期
2016年3月25日
～2016年6月24日

－
－
－
－

2,206

第42期
2016年6月25日
～2016年9月26日

－
－
－
－

2,212
（注1）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額

（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率
とは異なります。 

（注2）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算
出しているため合計が当期分配金と一致しない場合が
あります。



２運用経過
（1）運用概況
当ファンドは「明治安田ジャパン・セレクト・マ

ザーファンド」への投資を通じて日本の株式の中か
ら厳選された銘柄に投資を行います。マザーファン
ドへの投資比率を高位に保つとの作成期首の運用方
針を踏まえ、当作成期を通じてマザーファンドへの
投資比率を高位に保ちました。
なお、マザーファンドの運用に関して、タンゴ・

インベストメント・ブレインズ株式会社の助言を受
けております。

（2）明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド
の運用概況（2016年3月25日～2016年9月26日）
作成期首の運用方針に基づき、日本の株式の中か

ら厳選された銘柄を主要対象とし、組入比率は高位
を維持しました。
作成期首においては、大塚商会、ＫＤＤＩ、オー

ビックなどの情報・通信業が最大の組入比率となっ
ていました。また、ＳＭＣ、小松製作所、クボタ、
ＮＴＮなどの機械や日本電産、ソニー、キーエンス
などの電気機器も組み入れ上位の業種でした。英国
のＥＵ離脱を受け、期央では外需関連のＮＴＮやク
ボタを売却し、花王、丸井グループ、ドンキホーテ
ホールディングスなどの内需優良銘柄を新規に購入
しました。また、日米の長期金利の低下は底を打っ
たとの判断から、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グルー
プを買い増し、新たに三井住友フィナンシャルグルー
プと三井住友トラスト・ホールディングスを組み入
れました。一方で、野村総合研究所、大成建設、
ＫＤＤＩなどを売却しました。その結果作成期末で
は、日本電産、ソニー、キーエンスなどの電気機器
が組み入れトップの業種となりました。作成期首よ
り組入比率は下がりましたが、ソフトバンクグルー
プ、ＮＴＴドコモ、オービックなどの情報・通信業
も組み入れ上位を維持しました。三菱ＵＦＪフィナ
ンシャル・グループ、三井住友フィナンシャルグルー
プ、三井住友トラスト・ホールディングスなどの銀
行業も組み入れ上位業種となりました。
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厳選大型_04

明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算型）

【組入上位5業種】
作成期首 作成期末

業種 組入比率 業種 組入比率
1
2
3
4
5

情報・通信業
機械

電気機器
サービス業
卸売業

24.8％
15.2％
12.6％
9.9％
9.7％

電気機器
情報・通信業
銀行業
小売業

輸送用機器

17.3％
15.3％
14.2％
11.6％
11.5％

（注）明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンドベース。組入比
率は国内株式評価金額合計比。

【組入上位10銘柄】
作成期首（2016年3月24日）

銘柄名 業種 タンゴ・インベストメント業種 組入比率
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

大塚商会
ＫＤＤＩ
三菱商事
日本電産

オリエンタルランド
オービック

ソフトバンクグループ
セコム
小松製作所

国際石油開発帝石

情報・通信業
情報・通信業
卸売業
電気機器
サービス業
情報・通信業
情報・通信業
サービス業
機械
鉱業

ソフト開発
移動体通信
総合商社
ＨＤＤ
遊園地

ソフト開発
移動体通信
警備サービス
建設機械
石油開発

5.94％
5.85％
5.59％
5.30％
5.16％
5.16％
4.92％
4.78％
4.45％
4.09％

作成期末（2016年9月26日）
銘柄名 業種 タンゴ・インベストメント業種 組入比率

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

日本電産
ソフトバンクグループ

小松製作所
三菱商事

三井住友フィナンシャルグループ
キーエンス

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
オービック

ドンキホーテホールディングス
エイチ・アイ・エス

電気機器
情報・通信業
機械
卸売業
銀行業
電気機器
銀行業

情報・通信業
小売業

サービス業

ＨＤＤ
移動体通信
建設機械
総合商社
都市銀行
センサー
都市銀行
ソフト開発
インバウンド消費
旅行サービス

6.25％
6.00％
5.65％
5.24％
5.06％
5.05％
4.93％
4.77％
4.39％
4.22％

（注１）明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンドベース。組入
比率は国内株式評価金額合計比。

（注２）タンゴ・インベストメント業種は、助言会社であるタンゴ・
インベストメント・ブレインズ株式会社独自の業種であり、
銘柄名が業種名として管理されるものもあります。



当作成期中の基準価額の変動の理由を個別銘柄で
みますと以下の通りです。
（プラスに寄与した銘柄）
・当作成期を通して保有していた小松製作所、キー
エンス、ソフトバンクグループ、ソニー、日本電
産、三菱商事などが大きく値上がりしたこと

・作成期中に購入し作成期末まで保有したディスコ、
三井住友フィナンシャルグループなどが値上がり
で作成期末を迎えたこと

（マイナスに影響した銘柄）
・作成期首に保有していたＮＴＮ、セコム、野村総
合研究所などを期首より下がった価格で期中に売
却したこと

・作成期中に購入し作成期末まで保有を続けた良品
計画、ＮＴＴドコモ、エイチ・アイ・エス、花王
などの株価が下落したこと

・作成期中保有を続けたオリエンタルランド、大塚
商会、日野自動車、オービックなどの株価が下落
したこと

３ 今後の運用方針
（1）当ファンドの運用方針
引き続き、「明治安田ジャパン・セレクト・マザー
ファンド」への投資を通じて日本の株式の中から厳
選された銘柄に投資を行います。マザーファンドへ
の投資比率は高位を保つ方針です。なお、マザーファ
ンドの運用に関して、タンゴ・インベストメント・
ブレインズ株式会社の助言を受けます。

（2）明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド
の運用方針
引き続き、日本の株式の中から厳選された銘柄を

主要投資対象とし、組入比率は高位を維持します。
銘柄選定においては、独自に細分化した業種と体

系化した統計データを活用して、収益循環の底近辺
や上昇基調と判断される業種に属する企業に厳選投
資します。
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厳選大型_05

明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算型）
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厳選大型_06

明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算型）

◎1万口当たりの費用明細

監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
信託事務の処理等に要する諸費用、信託財産に関する租税等

金額 比率
項目の概要項　目

円 ％

第41期～第42期
（2016年3月25日～ 2016年9月26日）

（ａ）信託報酬

（投信会社）
（販売会社）

（受託会社）

合　　　　計  74  1.023

 0
 （0）

（ｃ）その他費用
（監査費用）

 0.004
 （0.002）

 66

 （35）
 （28）

 （3）

 0.908

 （0.479）
 （0.385）

 （0.044）

（注１）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。
（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注４）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、

項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。

 8

 （8）

（ｂ）売買委託手数料

（株式）

 0.111

 （0.111）

（ａ）信託報酬＝作成期間の平均基準価額×作成期末の信託報酬率
※作成期間の平均基準価額は7,276円です。

（ｃ）その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ｂ）売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数
料

ファンドの運用、基準価額の算出、法定書類の作成等の対価
購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理等の対価
ファンド財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

 （0）  （0.001）（その他）
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厳選大型_07

明治安田ジャパン・セレクト（3カ月決算型）

◎売買及び取引の状況（2016年3月25日～2016年9月26日）
○親投資信託の設定、解約状況

第 41 期 ～ 第 42 期
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド
千口 千円 千口 千円

3,246 5,850 13,782 25,460
（注）単位未満は切り捨て。

◎親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目
第41期～第42期

明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド
（ａ） 期 中 の 株 式 売 買 金 額
（ｂ） 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額
（ｃ） 売 買 高 比 率 （ ａ ）／（ ｂ ）

1,961,783千円
1,800,396千円

1.08
（注）（ｂ）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

◎利害関係人との取引状況等（2016年3月25日～2016年9月26日）
期中の利害関係人との取引はございません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。

◎組入資産明細表
○親投資信託残高

種 類
第 作 成 期 末20 第 作 成 期 末21
口 数 口 数 評 価 額

明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド
千口 千口 千円

353,168 342,632 636,131
（注）口数・評価額の単位未満は切り捨て。
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◎投資信託財産の構成 （2016年9月26日現在）

項 目
第 作 成 期 末21

評 価 額 比 率
千円 ％

明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他
投 資 信 託 財 産 総 額

636,131
5,695

641,826

99.1
0.9

100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨て。

◎資産、負債、元本及び基準価額の状況

2016年 6月24日現在 2016年 9月26日現在

項 目 第41期末 第42期末

（Ａ）資 産

コール・ローン等

（Ｂ）負 債

未 払 解 約 金

未 払 信 託 報 酬

その他未払費用

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ）

元 本

次期繰越損益金

（Ｄ）受 益 権 総 口 数

１万口当たり基準価額（Ｃ/Ｄ）

明治安田ジャパン・セレクト・
マザーファンド（評価額）

616,071,949円

5,925,816

610,146,133

3,011,034

－

3,003,394

7,640

613,060,915

913,171,302

△300,110,387

913,171,302口

6,714円

641,826,256円

5,694,774

636,131,482

2,953,882

1,004

2,938,123

14,755

638,872,374

893,106,995

△254,234,621

893,106,995口

7,153円

◎損益の状況
自 2016年 3月25日
至 2016年 6月24日

自 2016年 6月25日
至 2016年 9月26日

項 目 第41期 第42期

（Ａ）有価証券売買損益

売 買 益

売 買 損

（Ｂ）信 託 報 酬 等

（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ）

（Ｄ）前 期 繰 越 損 益 金

（Ｅ）追加信託差損益金

（ ）配 当 等 相 当 額

（ ）売買損益相当額

（Ｆ）計（Ｃ ＋ Ｄ ＋ Ｅ ）

（Ｇ）収 益 分 配 金

次期繰越損益金（Ｆ＋Ｇ）

追加信託差損益金

（ ）配 当 等 相 当 額

（ ）売買損益相当額

分配準備積立金

繰 越 損 益 金

△ 49,567,198円

146,067

△ 49,713,265

△ 3,011,639

△ 52,578,837

△ 91,958,513

△155,573,037

（ 19,840,304）

（△175,413,341）

△300,110,387

0

△300,110,387

△155,573,037

（ 19,859,117）

（△175,432,154）

181,673,732

△326,211,082

42,169,136円

43,065,349

△ 896,213

△ 2,946,475

39,222,661

△141,104,846

△152,352,436

（ 19,745,485）

（△172,097,921）

△254,234,621

0

△254,234,621

△152,352,436

（ 19,745,806）

（△172,098,242）

177,848,610

△279,730,795
（注１）当ファンドの第41期首元本額は917,353,898円、第41～42期中追加設定元本額は6,430,460円、第41～42期中一部解約元本額は30,677,363

円です。
（注２）1口当たり純資産額は、第41期0.6714円、第42期0.7153円です。
（注３）純資産総額が元本額を下回っており、その額は第41期300,110,387円、第42期254,234,621円です。
（注４）損益の状況の中で（Ａ）有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。
（注５）損益の状況の中で（Ｂ）信託報酬等には信託報酬等に対する消費税等相当額を含めて表示しています。
（注６）損益の状況の中で（Ｅ）追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注７）第41期 計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,049,705円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整

金（19,859,117円）および分配準備積立金（178,624,027円）より分配対象収益は201,532,849円（10,000口当たり2,206円）ですが、当
計算期間に分配した金額はありません。

第42期 計算期間末における費用控除後の配当等収益（489,302円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金
（19,745,806円）および分配準備積立金（177,359,308円）より分配対象収益は197,594,416円（10,000口当たり2,212円）ですが、当計
算期間に分配した金額はありません。
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〈補足情報〉
下記は、明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド全体（960,561千口）の内容です。
後掲する当該マザーファンド運用報告書の決算日と当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファ
ンドの決算日現在における、マザーファンドの組入資産の内容を以下に記載しております。
○国内株式
上場株式

銘 柄
第20作成期末 第 2 1 作 成 期 末
株 数 株 数 評 価 額
千株 千株 千円

銘 柄
第20作成期末 第 2 1 作 成 期 末
株 数 株 数 評 価 額
千株 千株 千円

（ －％）鉱 業

国際石油開発帝石
（ －％）建 設 業

大 成 建 設
（ 4.1％）化 学

花 王
（ －％）医 薬 品

参 天 製 薬
沢 井 製 薬

（ －％）ガラス・土石製品

太 平 洋 セ メ ン ト
（ 9.8％）機 械

デ ィ ス コ
Ｓ Ｍ Ｃ
小 松 製 作 所
ク ボ タ
Ｎ Ｔ Ｎ

（17.3％）電 気 機 器

三 菱 電 機
日 本 電 産
ソ ニ ー
キ ー エ ン ス

（11.5％）輸 送 用 機 器

い す ゞ 自 動 車
ト ヨ タ 自 動 車
日 野 自 動 車

（15.4％）情報・通信業

野 村 総 合 研 究 所
オ ー ビ ッ ク
大 塚 商 会

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ
Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ
ソフトバンクグループ

（ 6.9％）卸 売 業

三 井 物 産
三 菱 商 事

（11.6％）小 売 業

良 品 計 画
ドンキホーテホールディングス
丸 井 グ ル ー プ

（14.2％）銀 行 業

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
三井住友トラスト・ホールディングス
三井住友フィナンシャルグループ

（ 3.4％）保 険 業

第 一 生 命 保 険
（ 5.8％）サ ー ビ ス 業

オリエンタルランド
エイチ・アイ・エス
セ コ ム

合
計

株 数 ・ 金 額
銘 柄 数〈比 率〉

85

75

－

40
9.2

240

－
2.6
43
46
175

－
12.2
21
1.2

7
－
47

14
15.7
18.3

34
－
16

57
53

－
－
－

103.2
－
－

41.9

11.5
－
10

1,178
25

－

－

12.2

－
－

－

6.2
－

42.2
－
－

27
12

20.6
1.2

56
11.3
59.9

－
15.4
3.6

－
23.6
15.7

21.6
42.2

3
20.6
47.1

160.2
206
24.5

41.1

4.4
27
－

904
25

－

－

70,125

－
－

－

72,292
－

97,946
－
－

34,614
108,288
69,648
87,576

68,124
66,862
64,632

－
82,698
17,442

－
61,725
103,981

29,408
90,751

60,120
76,014
65,186

85,482
73,088
87,661

58,464

27,324
73,170

－

1,732,626
〈97.2％〉

（注１）銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注２）評価額欄の〈 〉内は、このファンドが組み入れている親投資

信託の純資産総額に対する評価額の比率。
（注３）評価額の単位未満は切り捨て。
（注４）－印は組み入れなし。
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明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド

運 用 報 告 書
第12期

（決算日 2015年12月24日）

「明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド」は、2015年12月24日に第12期決算を行いまし
た。
以下、当マザーファンドの第12期の運用状況をご報告申し上げます。

当マザーファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 この投資信託は、信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行い
ます。

主要運用対象 日本の株式の中から厳選された約25程度の銘柄を主要投資対象とします。

組 入 制 限 ・株式への投資割合には制限を設けません。
・外貨建資産への投資は行いません。
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◎最近5期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

期 中
騰落率

東証株価指数（TOPIX）

（参考指数）
期 中
騰落率

株 式
組 入
比 率

純資産
総 額

円 ％ ％ ％ 百万円
（第８期）2011年12月26日
（第９期）2012年12月25日
（第10期）2013年12月24日
（第11期）2014年12月24日
（第12期）2015年12月24日

9,577
12,203
19,248
21,399
22,369

△15.6
27.4
57.7
11.2
4.5

726.44
838.01

1,257.55
1,426.02
1,523.62

△19.4
15.4
50.1
13.4
6.8

98.0
98.5
98.5
98.5
98.1

4,405
4,552
4,188
4,173
2,213

（注１）当ファンドでは、選び抜いた銘柄約25銘柄での厳選投資に徹し、市場動向に大きく左右されることなく、中長期での絶対リターンを重視し
た運用を行います。ファンドに合った適切な指数がないため、ベンチマークは設定しておりません。

（注２）東証株価指数（TOPIX）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指
数に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商品は、㈱東京証券取引所により提供、保証又は販売されるもの
ではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。

◎当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

騰 落 率
東証株価指数（TOPIX）

（参考指数） 騰 落 率
株式組入比率

円 ％ ％ ％
（期首）2014年12月24日

12月末
2015年 1月末

2月末
3月末
4月末
5月末
6月末
7月末
8月末
9月末
10月末
11月末

（期末）2015年12月24日

21,399
21,065
21,584
22,880
23,482
23,741
25,385
25,431
25,932
23,225
21,173
23,346
23,441
22,369

－
△ 1.6
0.9
6.9
9.7
10.9
18.6
18.8
21.2
8.5

△ 1.1
9.1
9.5
4.5

1,426.02
1,407.51
1,415.07
1,523.85
1,543.11
1,592.79
1,673.65
1,630.40
1,659.52
1,537.05
1,411.16
1,558.20
1,580.25
1,523.62

－
△ 1.3
△ 0.8
6.9
8.2
11.7
17.4
14.3
16.4
7.8

△ 1.0
9.3
10.8
6.8

98.5
98.4
98.5
98.1
97.6
96.5
97.5
97.6
96.6
97.8
95.9
97.9
98.0
98.1

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドでは、選び抜いた銘柄約25銘柄での厳選投資に徹し、市場動向に大きく左右されることなく、中長期での絶対リターンを重視し

た運用を行います。ファンドに合った適切な指数がないため、ベンチマークは設定しておりません。
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◎当期中の運用経過と今後の運用方針（2014年12月25日～2015年12月24日）

１基準価額
基準価額の推移と主な変動要因

基準価額は期首21,399円で始まり期末22,369円で
終わりました。騰落率は、＋4.5％でした。
基準価額の主な変動要因は以下の通りです。

期首～2015年7月下旬：上昇
・ギリシャ債務危機やウクライナ問題への懸念から
下落する場面もみられたものの、米国景気が堅調
な中、円安ドル高から日本企業の業績への期待感
が高まり、国内株式相場の上昇基調が続いたこと
7月下旬～期末：下落後、上昇
・中国人民元の予想外の切り下げにより、同国経済
に対する不安感が一気に高まり、世界的に株価が
急落し、国内株式相場も下落したこと

・中国経済に対する過度の懸念が後退し、世界的に
株価が反発し、国内株式相場も反発したこと

２運用経過
運用概況
期首の運用方針に基づき、日本の株式の中から厳

選された銘柄を主要投資対象とし、組入比率を高位
に維持しました。当ファンドの運用に関してはタン
ゴ・インベストメント・ブレインズ株式会社の助言
を受けております。
期首では、化学、機械、小売業の業種の銘柄を多

く保有していました。期央にかけて、グローバルで
の景気回復を先取りする狙いから、伊藤忠商事、三
菱商事、ジェイ エフ イー ホールディングス、
住友金属鉱山などを購入しました。その後、人民元
の切り下げを発端とした中国経済に対する不安の増
大を背景に、中国関連の三越伊勢丹ホールディング
ス、ファーストリテイリング、ＴＯＴＯ、ダイキン
工業などを売却し、国内で安定成長が見込めるオー
ビック、参天製薬、東日本旅客鉄道などを購入しま
した。また、収益環境がボトム圏に突入した日本電
産、村田製作所、キーエンス、ＳＭＣ、いすゞ自動
車、日野自動車なども購入しました。結果として期
末では、電気機器、医薬品、輸送用機器が組入上位
業種となりました。
この結果、期首・期末の組入上位業種や組入上位

銘柄は下記の通りとなり、基準価額は上昇しました。

【組入上位５業種】

1
2
3
4
5

期 首
業種名 組入比率
化学
機械
小売業
電気機器
食料品

17.7％
16.7％
15.4％
15.3％
12.7％

期 末
業種名 組入比率
電気機器
医薬品

輸送用機器
機械
銀行業

18.3％
14.4％
13.5％
13.3％
9.6％

（注）組入比率は国内株式評価金額合計比。
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【組入上位５銘柄】
期首（2014年12月24日）

銘柄名 東証33業種 タンゴ・インベストメント業種 組入比率
1
2
3
4
5

花王
ユニ・チャーム
信越化学工業
ＫＤＤＩ
いすゞ自動車

化学
化学
化学

情報・通信業
輸送用機器

トイレタリー
トイレタリー
半導体材料
移動体通信
トラック製造

4.57％
4.52％
4.44％
4.42％
4.35％

期末（2015年12月24日）
銘柄名 東証33業種 タンゴ・インベストメント業種 組入比率

1
2
3
4
5

沢井製薬
参天製薬
第一生命保険
東日本旅客鉄道

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

医薬品
医薬品
保険業
陸運業
銀行業

ジェネリック医薬品
大衆医薬品
生命保険
ＪＲ

都市銀行

6.54％
6.00％
5.35％
5.24％
5.05％

（注１）組入比率は国内株式評価金額合計比。
（注２）タンゴ・インベストメント業種は、助言会社であるタンゴ・イ

ンベストメント・ブレインズ株式会社独自の業種であり、銘柄
名が業種名として管理されるものもあります。

当期の基準価額の変動の理由を個別銘柄でみます
と以下の通りです。
（プラスに寄与した銘柄）
・期を通じて保有していた花王や三菱ＵＦＪフィナ
ンシャル・グループの株価が上昇したこと。

・期首に保有していた良品計画、ＴＯＴＯ、三越伊
勢丹ホールディングス、リンナイなどを、期首よ
り高い株価で売却したこと。

・期中に購入し期中に売却したイオン、伊藤忠商事
について売却益が発生したこと。

・期中に購入し期末まで保有していた参天製薬、オー
ビック、第一生命保険、沢井製薬などの株価が上
昇したこと。

（マイナスに影響した銘柄）
・期首に保有していたユニ・チャーム、ＴＤＫ、ト
ヨタ自動車などを下落局面で売却したこと。

・期中に購入し期末まで保有したＳＵＭＣＯ、
ＮＴＮ、いすゞ自動車、日本電産、ＳＭＣ、三井
住友トラスト・ホールディングス、ソニーなどの

株価が値下がりしたこと。
・期中に購入し期中に売却した住友金属鉱山、ジェ
イ エフ イー ホールディングス、スズキ、三
井不動産について売却損が発生したこと。

３今後の運用方針
引き続き、日本の株式の中から厳選された銘柄を

主要投資対象とし、組入比率は高位を維持します。
なお、当ファンドの運用に関してはタンゴ・インベ
ストメント・ブレインズ株式会社の助言を受けます。
銘柄選定においては、独自に細分化した業種と体

系化した統計データを活用して、収益循環の底近辺
や上昇基調と判断される業種に属する企業に厳選投
資します。
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明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド

◎1万口当たりの費用明細

項 目
当 期

（2014年12月25日～2015年12月24日）
金額 比率

項目の概要

（ａ）売買委託手数料
（株式）
合 計

円91
（91）
91

％0.390
（0.390）
0.390

（ａ）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料
※期中の平均基準価額は23,390円です。

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で
す。

（注２）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第

３位未満は四捨五入してあります。

◎売買及び取引の状況（2014年12月25日～2015年12月24日）
○株式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

国
内 上 場

千株 千円 千株 千円
2,608 4,405,607 3,026 6,603,386

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）単位未満は切り捨て。

◎株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

（ａ） 期 中 の 株 式 売 買 金 額
（ｂ） 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額
（ｃ） 売 買 高 比 率 （ ａ ）／（ ｂ ）

11,008,993 千円
3,114,894 千円

3.53
（注）（ｂ）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
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明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド

◎主要な売買銘柄
○株式

当 期
買 付

銘 柄 株 数 金 額 平均単価
千株 千円 円

三 菱 商 事
第 一 生 命 保 険
三井住友トラスト・ホールディングス
沢 井 製 薬
Ｔ＆Ｄホールディングス
伊 藤 忠 商 事
ジェイ エフ イー ホールディングス
日 本 電 産
三 井 不 動 産
Ｓ Ｕ Ｍ Ｃ Ｏ

122
128.2
425
26.6
124
130
58

17.4
43
120

275,068
228,961
207,004
194,927
178,933
166,491
166,428
161,950
156,201
155,325

2,254
1,785
487

7,328
1,443
1,280
2,869
9,307
3,632
1,294

売 付
銘 柄 株 数 金 額 平均単価

千株 千円 円
三 菱 商 事
良 品 計 画
ファーストリテイリング
ヤ ク ル ト 本 社
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ
三越伊勢丹ホールディングス
デ ィ ス コ
ユ ニ ・ チ ャ ー ム
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
Ｔ＆Ｄホールディングス

112
12.2
4.8
31.7
123
114
18.2
76.2
285.8
124

262,719
251,802
245,155
226,444
223,259
212,787
209,471
204,363
202,923
198,855

2,345
20,639
51,074
7,143
1,815
1,866
11,509
2,681
710

1,603
（注）金額は受渡し代金。

◎利害関係人との取引状況等（2014年12月25日～2015年12月24日）
期中の利害関係人との取引はございません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。
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厳選大型_16

明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド

◎組入資産明細表
○国内株式
上場株式

銘 柄
期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額
千株 千株 千円

銘 柄
期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額
千株 千株 千円

（ －％）食 料 品
ヤ ク ル ト 本 社
アサヒグループホールディングス
日 本 た ば こ 産 業

（ 4.8％）化 学
信 越 化 学 工 業
花 王
日 東 電 工
ユ ニ ・ チ ャ ー ム

（14.4％）医 薬 品
ア ス テ ラ ス 製 薬
参 天 製 薬
沢 井 製 薬

（ 1.0％）ガラス・土石製品
太 平 洋 セ メ ン ト
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ

（ 1.9％）金 属 製 品
Ｓ Ｕ Ｍ Ｃ Ｏ
リ ン ナ イ

（13.3％）機 械
デ ィ ス コ
Ｓ Ｍ Ｃ
ク ボ タ
ダ イ キ ン 工 業
Ｎ Ｔ Ｎ
Ｉ Ｈ Ｉ

（18.3％）電 気 機 器
安 川 電 機
日 本 電 産
パ ナ ソ ニ ッ ク
ソ ニ ー
Ｔ Ｄ Ｋ
キ ー エ ン ス
村 田 製 作 所

（13.5％）輸 送 用 機 器
デ ン ソ ー
い す ゞ 自 動 車
ト ヨ タ 自 動 車

日 野 自 動 車
（ 5.2％）陸 運 業

東 日 本 旅 客 鉄 道
（ 8.8％）情報・通信業

オ ー ビ ッ ク
大 塚 商 会
Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ

（ 0.9％）卸 売 業
三 菱 商 事

（ －％）小 売 業
三越伊勢丹ホールディングス
セブン＆アイ・ホールディングス
良 品 計 画
ファーストリテイリング

（ 9.6％）銀 行 業
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
三井住友トラスト・ホールディングス

（ 5.4％）保 険 業
第 一 生 命 保 険

（ 2.9％）その他金融業
ク レ デ ィ セ ゾ ン

合
計

株 数 ・ 金 額
銘 柄 数〈比 率〉

27.5
46
49

22.7
39
25
63

－
－
－

－
91

－
10.3

18.2
－
91
21
－
280

105
－
110
－

19.6
－

11.8

－
121.5
23.3

－

－

－
－
23

－

90
40
9.9
3.7

240
－

－

－

1,581
25

－
－
－

－
17
－
－

24
67

17.2

58
－

45
－

－
3.2
56
－
160
－

－
12.2
－
37
－
1.2
6.2

16.9
72
－

72

10

14
17.3
－

10

－
－
－
－

145.2
217

57.9

26.8

1,163
24

－
－
－

－
104,108

－
－

40,440
130,315
141,900

20,706
－

41,220
－

－
100,512
106,344

－
82,080

－

－
104,407

－
109,150

－
78,348
104,594

97,631
95,148

－

100,440

113,750

88,480
102,416

－

20,035

－
－
－
－

109,596
99,689

116,147

63,221

2,170,680
〈98.1％〉

（注１）銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注２）評価額欄の〈 〉内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注３）評価額の単位未満は切り捨て。
（注４）－印は組み入れなし。
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厳選大型_17

明治安田ジャパン・セレクト・マザーファンド

◎投資信託財産の構成 2015年12月24日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

株 式
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他
投 資 信 託 財 産 総 額

2,170,680
42,895

2,213,575

98.1
1.9

100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨て。

◎資産、負債、元本及び基準価額の状況

2015年12月24日現在
項 目 当 期 末

（Ａ）資 産

コ ー ル ・ ロ ー ン 等

株 式（評価額）

未 収 入 金

未 収 利 息

（Ｂ）純 資 産 総 額（ Ａ ）

元 本

次 期 繰 越 損 益 金

（Ｃ）受 益 権 総 口 数

１万口当たり基準価額（Ｂ/Ｃ）

2,213,575,843円

23,261,249

2,170,680,260

19,634,322

12

2,213,575,843

989,551,714

1,224,024,129

989,551,714口

22,369円

◎損益の状況
自 2014年12月25日
至 2015年12月24日

項 目 当 期

（Ａ）配 当 等 収 益

受 取 配 当 金

受 取 利 息

（Ｂ）有 価 証 券 売 買 損 益

売 買 益

売 買 損

（Ｃ）当 期 損 益 金（ Ａ ＋ Ｂ ）

（Ｄ）前 期 繰 越 損 益 金

（Ｅ）追 加 信 託 差 損 益 金

（Ｆ）解 約 差 損 益 金

（Ｇ）計（ Ｃ ＋ Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ）

次 期 繰 越 損 益 金（Ｇ）

56,545,499円

56,532,620

12,879

256,876,674

588,206,755

△ 331,330,081

313,422,173

2,222,902,930

120,349,387

△1,432,650,361

1,224,024,129

1,224,024,129
（注１）当親ファンドの期首元本額は1,950,118,443円、期中追加設定元本額は90,761,488円、期中一部解約元本額は1,051,328,217円です。
（注２）当親ファンドの当期末元本の内訳は、ジャパン・セレクト私募オープン 適格機関投資家転売制限付440,095,961円、明治安田ジャパン・

セレクト（３カ月決算型）358,850,755円、明治安田ジャパン・セレクト190,604,998円です。
（注３）1口当たり純資産額は2.2369円です。
（注４）損益の状況の中で（Ｂ）有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注５）損益の状況の中で（Ｅ）追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注６）損益の状況の中で（Ｆ）解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 上 周囲 27.67 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: '改良'
      

        
     32
            
       D:20080220103709
       637.7953
       決算書トンボ付き<202㍉×225㍉>
       Blank
       572.5984
          

     Tall
     1
     0
     Full
     260
     96
     None
     Up
     11.3386
     559.8425
            
                
         Both
         2
         AllDoc
         2
              

       PDDoc
          

     Smaller
     27.6661
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     17
     16
     17
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 下 周囲 28.35 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: '改良'
      

        
     32
            
       D:20080220103709
       637.7953
       決算書トンボ付き<202㍉×225㍉>
       Blank
       572.5984
          

     Tall
     1
     0
     Full
     260
     96
     None
     Up
     11.3386
     559.8425
            
                
         Both
         2
         AllDoc
         2
              

       PDDoc
          

     Smaller
     28.3465
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     17
     16
     17
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 左 周囲 28.32 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: '改良'
      

        
     32
            
       D:20080220103709
       637.7953
       決算書トンボ付き<202㍉×225㍉>
       Blank
       572.5984
          

     Tall
     1
     0
     Full
     260
     96
     None
     Up
     11.3386
     559.8425
            
                
         Both
         2
         AllDoc
         2
              

       PDDoc
          

     Smaller
     28.3181
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     17
     16
     17
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 27.78 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: '改良'
      

        
     32
            
       D:20080220103709
       637.7953
       決算書トンボ付き<202㍉×225㍉>
       Blank
       572.5984
          

     Tall
     1
     0
     Full
     260
     96
     None
     Up
     11.3386
     559.8425
            
                
         Both
         2
         AllDoc
         2
              

      
       PDDoc
          

     Smaller
     27.7795
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.0f
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     17
     16
     17
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



